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1.田 村君 との出会い と静高時代

田村君 との出会いは昭和 19年 4月 1日 に旧制静岡高校理科 甲類 3組 に入 り、仰秀寮の

3寮 に入 つた時に始まった。 しか しお互い寮の両端の部屋に居合わせ、実際に言葉を交わ

す機会 も少なかったことか ら、当初は彼 を思い出す鮮明な記憶はない。寮生活について書

かれた彼の 自分史 「東京 つ子の原風景」の一節 を引用 し、入寮当初の風景 を思い起 こして

み よ う。

7″ 結核 ″S｀ 再発 ιないま ラだ睡力 体力 をセーブチることだ ιた。 まずなプの全員葉 θ

だな″〃 一杯極力ど ぐ″ ぐ。 そこまで少 ιでう床 で″ん でいろ。 同室 の柘植 /ま真 ″ βだ

か らデっと卓 ぐど まで、評 の ゴθ分 ″″累屋 を″ て″ ってιま う。〃 めの 夕ちな一生

懸冷ただ ごιでぐれたのだか
｀
、クヽ ぐらやつてう″″ゞど まないの で一ス で″ ぐ。

√なん ●まゲ者だろ ラノ

と者 のことを深れ ていただrι なヽぃθ者はギノギグの″κだ″″ /c~今 ラま ラに、一番多

か ら一ス で狡庭 だ豚 ゲ てグ ぐ。 うジ全員整夕ヽ
=ι

てクヽるか ら刀′の一番多につ ぐ。藁 ぞ ラク

勿 み でヽぺたぺた と一番f力 f″ ぐなのことを、文入 /_‐ ち″ ′のろまなク たツ れ
『

った

のだ
｀
ろ ジ。 ιか ιずつと多 /ご なって君 と一″ ″を事 を した らのは、を分ス とιて″テキ

/ヾ キ うのを表 い てゆ ぐのだびっ ぐクιたま ラだし 夕の葉 今だギノギノだ″ ぐのだ、第 一

″が多 たヽわ るため、第二″ ごんな軍隊 ま″S・ ク)の寮生 /・

「

へのきさやかななクだ
｀
った。 “

後 日雑談時に本人か ら時々出てくるこの小話では、附言 してこうも言つている。

“集合時間は破 らないが、それ以上の こともしない。教師にとつては扱 い難い生徒の類

と映つたよ うだ "

と。 この頃は未だ後々大車輪で仕事を遂行 した田村明君の実像は見えてこない。

この 「藁ぞ うリペたぺた」は彼の トレー ドマー クとして私の記憶 にも生 きている。家元

を離れ、お互い初めて寮生活に漬か り、軍国まがいの規律の中で生 きることを余儀な くさ

れていた生徒たちの実態でもある。

授業は 1学年の終る昭和 20年 3月 で終了 し、東京出身者は以後各 自家元に戻 り、学徒

動員 されて川崎のいす ゞ自動車で働 くことになる。主に工作機械で 自動車部品を削 り出す

仕事をや らされた。作 られた部品は山をな したが、それか ら 3ヶ 月半経 つた終戦時までこ

の工場か ら完成 して出て行つた 自動車は 1台 もなかった。又終戦に近 くなると工場の昼食

後の集 ま りでは竹槍 を使い、米軍 と闘 う模擬演習まで させ られた。 どうにも救いのない状

態に陥つて行 つたのである。

いす ゞ自動車で終戦を迎 えた後世間は時計の停 まつたようにな り、意外 と静かだつた。静

高 も暫 くは閉校状態が続いた。私達は 自宅待機 を持て余 し、クラスの級友宅に持ち回 りで

集 まっては時局談義、哲学、進学等をだべ り、思索 を深めた。 田村君もその中の一人だつ

た。食べ物は貧 しく戦後の耐乏生活は益々ひ どくなってゆくが、空襲はな くな り、兵役 も

な くな り、 自由と平和が こんなに有 り難 いことだ とい う至福 をしみ じみ噛み しめたのであ

る。
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2.大 学の頃

彼は昭和 22年 東大第一工学部建築学科に入つたが、私は在学中これ以降は殆 ど合 って

いない。彼の 自分史 「東京 つ子の原風景」によると、学割 を使 つた鉄道の無銭旅行に戦後

の平和を しみ じみ と味わつていた。それによると

`建築 学料 を卒業 ダ、建築 その うのをやつてグ ぐ気 /_~″ なれ 和 71。 6つ と広 いことをや

クたク、 そこでなの学″ //c‐ ″ ぐことを考えた。″ ″学″の学士ス 学″ イガ〃〃 になつ てか

らだ といラ。 膝学部 /c‐ ″ ぐと学士ス 学 というるのはないか ら、ス クた /ノカばぎ透 の討験 を

受 ゲろといラ。 事業論文 と事業殷計の合〃 をだ つて膝先 膨 覆 験勉 蛍 を ι/― 。 この年″S″

″席″卒業者 の堤夕の試験 で″″

…

″ゞ″まつていたのたワ 、ゞr虔 ぐ冷″ ιた。

その用に国家 公彦貞 こ 島 妨 精 移 を受 け ていた。席争オ筋 瑚 彰 S｀ な ぐなつて、ス事院 の

国家 公務貞 試験 r/t‐ 夕 つてク咤 。 幾 制 縁 ″′〃 を受 ′ノた。 ″´〃 と″新 ιケヽ″を で、ど〃

文料 を〃わ デだ広 ぐ″′ に夕わ る 6の を求めていた。懲条″ うと うとやろ気はなか つ/― の

だンゞ 、一応受 ′ノてみた。 それ ま ク6″″〃だなの求めろ未夕 の分野があ クそ ラ/ご′
『

えた。

とぐだ″ 6カ整″ ιなか つた″S、 ″′″″ θ万ス は ど
｀
の受験者の申で今″者な θ″ス めま

ク、夕″ 2J番 だ つたご や″ ク君 /ご ″ クヽている方力は、ど科文 ″ と麦め″ /ノ ないな浄″ な

分野 /‐ あ クそ ラだ:

卒業 ιたのな ゴθσθケ。。。。夕ど う〃 まだ
｀
ι、″ 勧 〃 まだ った。当″の″″ を′動

車 で″ ぐなどとい夕方ぷ ″全 ぐな電 ″ ″″夕ど、海外 な ら″だ つた。 そこで運輸 frダ

層士交通∂ 猜 菫 ιた。。。。 ″″大″ 言房観光 〃計″課 /ご 事務 富ど ιて所属 ιていた。

まだ″位 場 統 ていた。 公務員 のを義 7■
″ いでない ι、′ま葬″が デるのだフS｀ 、権威 主葬

とタテクノ主表2れ万ゲな クヽ。 ″だ f_/の よ ラだ総合力 なを事を ιた クヽと′

『

つてクヽる者に とつ

て、タテクノ言庁 の輝要 ク圭葬 /ご ″大 い/_瑠〃 をな どでιヽ /_― c。 。̈ まつ ちクとを宇″ をや

ろために運輸省″ コタ半 でやめたθ

〃″運輸どを』″ ιた多 6、 公務員デ段のr碁ばあるので、多 Fの よジ/1国家公務員誠

騎 を受 ゲ/_― 。。σθO″学″ 6″″ダ″ ど′着コースの 2つ を出 ているか ら、今疫マオ″律職 を

クゲた。今″者 申ゴゴ番 といジごとだ
｀
つた。″′″ ι受 ゲたが

｀
ゴ′番だ

｀
つた。大蔵 省、濃

″r、 ガ″省などそれぞれど ラタだ力庁″ ιたが、fい ところで2ガ〃、いデれ るすぐ/_~

やめた。。。。。。 タスないち卓 ぐ〃″させてくれ るのはまクヽか、一生やつて″ ぐを事 で″な

いと/『 った。 それ″者のや クたクヽ縦今をと′ま反 ナろタテクノをク ハ主葬 で、を威」葬″な

るのか らタゲられないか らだし “

東大建築学科を卒業 してか ら4年間に国家公務員の上級職試験 を建築職 と行政職 の 2つ につ

いて とり、運輸省 を 1年 半勤め、法学部の法律学科 と政治 コースの 2つ を卒業 し、上級職試

験の法律職、行政職 を再度取 り、大蔵省、農林省、労働省 と働 く環境 を見て回 り、 自分の望

む仕事の有無 と官庁の体質 を見極 めた。結果 として公務 員ではな く、民間人 として働 く決心
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を し、大阪の生命保険会社に就職す ることとなった。そ こでは不動産の管理、売買等にも携

わ り、誰にも負けない権威 としてそこそこ仕事の評価 も得 られた。余暇 も楽 しみなが ら充実

させていた。

最近 この時代の彼の遺稿 を発見 した。 これを次に記す。

“θ.2に 職業 を月 つゲろ

″脅 θ θttκ う半ばになるとをの申″高度経 済成fをコ え ていた。急激なタ

ー

で

lk lろ 。 れ ″ゴか クか、今まで全 ぐス のいなか っ /_‐ をグ に突然 ニュータ タン″Sり まれ、″ をど

め立 て工業〃 ″が夕 られた ク、 β本夕嗜湯漸 f″ をひっ ぐク返 ιたよラ/c~、 意激 な変貌 を続

ゲ ていた。 ιか ιそれ ら慶 大 な開発 ではあつても、縦 余をを女 いていろ ι、〃 一カ でιか

う務虜燃 ″ って″の″″や魅力 /ご 6女け て′ヽろ。

をグ づ ぐクや、都 ″づ ぐク″多等早見家 6多省庁 6序民 6″力 ιたな今″を″ つ必二 坊 。

ところ″Sだθ″な考え をするス ″ クヽな ιヽ ι、当″の′胎″ /t‐ らまだその力がない。 そこでな

浄″″″グ づ ぐクの計〃 をタ ク、それ を進 める /~だバイス をナろ″グ や〃庁のプ 7~ン ナーか'

必要 である。 これ こそ″Sア の職業 ではないか とgっ た。

たまたま雑誌 をみ ていると、大 学のとまだガ F研究室 a響 笏 特男」研究生だ
｀
った′″≠ さ

んが座 /癸 でそんな話 を ιている。君″芳 デ≠論 の若導多 まだ
｀
った分 下さん を′宕だ訪ねた。

″ 下さんな淳ル英宰 教授 のところ で功手に でる′

『

った らιい″S｀ 、それ をだ″ さんか
｀
ガ いてい

て、′分″S｀ 分 いた t71と 云 っているとιヽラごとだ っ/_― 。

ス ιぶ クだだ″ さんだあった。 ちょ ジど′分 うそ ジιウ ごとを考え てグヽ さな事務所 を作つ

/_‐ とごろだンも 、 ごごでゃ らなιヽ′チせ ιヴ 話だ つたご ″ガ センター■llラ を期 努の計画調

査 をする事務所 であ る。 まだ資 用 でごジιラ 事彦F″和 )。  _..ε  ″ル θ π卒 ノ2ガ だ空

冷深虔会ををやめたθ θttθ クガ勤 め滋 θδ才だ ったび ―ケどれ /_― が″グ・〃 ″のプランナ

ーとιでゼ″年生か らスター ハどナることになる。 “

これだけ徹底 した 4年間の公務員職の調査やその後の民間人 としての 8年 間の調査の末に、

中央官庁で も民間企業でもない地方 自治体を居場所 として、まちづ くりとい う生涯事業を創

出することになったのである。

3.環境開発センター と横浜市再生計画

東京 に戻 つて久 しぶ りの彼 に私が会つたのは昭和 40環 境開発センターの銀座オフィス

であつた。彼 は永年探 し求めていた仕事を見つけた と云わんばか りに熱 つぽ く語 りかけて

くる。愛媛県の観光開発計画に取 り組んでいて、仕事 に没頭 し、毎 日2, 3時間 しか寝て

いない とも。

%の 真横 浜れ 尉 ご当層 ιた月;鳥 ″一〃氏″=荒廃 ιている麦浜市を再建 ナろノ
°
ランをご

の事務所 だ求 め てまた。″だなダだ″がなん 0ヽ ろ′ゴか クでな く、だ母、を母、母 うクヽ

れ ぎ横 浜 芦 ろだ:そ のを事 を与え られ、つい /_― 麦´ ″にス ク、戦員 とι
`″

″″ なス〃

メガ とテ /2‐ ま ラに、全力 でを事をナろごとになった。"



このダ浜市再生計〃にお い てf7■方″″を言 ラだゲ ではな く、存来 のダ浜の基本構造 を

整″ ιなゲれ ばな らなクヽ。 その実夕のために、次の δつを教膠カプ ロジェク ハとして″

βづゲた。

7.〃 だ檸 薙 事業

`と

ぐ/c朝確 ″ <みな とみ らい 2ゴ >な タ

2.そ れ を実夕 させるための再開発″″ としての金沢″劣ど め玄 て事業

θ.屁 開発防上 のための積極策 としてのな考ニュータ クン事業

イ.新 ιい′動車交通″んだ武ヽ オろ#″道路 事業

」.夜 ′だ女 ゲた〃心 と近郊″ を″ びタノ点を芦成 ナろ高速鉄ご 僣 下鉄)事業

δ.都 心 をバイノヾヌ ナるとと 6に、 ヾオ ハタ篇のシンボル としてのベイブノンジ

事業

請われて横浜市新設 の企画調整局長 とな り、 自らが陣頭指揮 に立つ。持 ち前のタフ

な交渉力 と湧 き出る豊富なアイデ ィアの宝庫を武器 に、盤根錯節の困難に遭遇 しなが らも一

つ一つ立ちはだか る問題 を解決 し、実現にこぎ付けた。又 まちづ くりの先駆 として全国 自治

体か ら遍 く指導を頼 まれ、同 じ立場の人あるいはこれか ら地方 自治を担ってゆく若い人たち

に新たなまちづ くり手法を説明 し画期的な手本を示 した。

後 に横 浜 市 を退官後 、後進 を育て よ うと して 開かれ て いた 田村塾 に 2,3度 出席 させ て も らつ

た。 その時 の話 の 内容 は新 しい商店街 「馬 車道 モール 」 と宅地 開発 ラ ッシュに対 処 したユ ニ

ー クな 「宅 地 開発 要綱行政 」 で あ つたが、立 ちはだか る難 問 を絶妙 な論理 と 自治体 の圧 力 を

巧妙 に使 って見事乗 り切 つた話 で あつた。 田村 君 の英知 の限 りが随所 にに じみ 出て非常 に感

銘深 く聞かせ て も らつた。 そ の一端 を次 に記 そ う “

楠 撃道 モ ールノ

度女の″劇 ごある商店″など″のため /ご 層力 を失 つていた。 これ をガタ″″ろ寵策 ″S必要

たち 。。。 ιか ι′然 と補助論 を交〃 ιてιヽろだィアで″″かイベン ハをやつてお ιまいたち

そこで分π″整ノが 声 をか″て商店″をιぼ ク、薄府にあろ5革7_r商店″をそデン″商店″だ

どんだし 。。。 一遇をのイベン ハではな ぐ、夕本″ /ご ″″″を立 てど ナ必要鬱 あゞろ。 ここで

な″ガ は ちノ を再生 させる委員会をク らせた。ん /″ズ ーとllラ グノZた ノーダーがいた。 そ

の委員 _―
Aに″夕の企画調整局 や経済局のメンバーι″わる。

彦励の申心″″だ″クナろだゲではな ぐ、この移会に4/商竹 ιて′分た ちの力 で馬車道 を

要 ぐナるか といラことである。お互 いた″々な″―ルをだめ″庁 を〃んだが 、これ を教えて

く停撃追憲 草>と ″んだ:√まちノの庁´だしこれだ″ハー だうノノ ハう念を。庁草″″″や

証券会を 6含め c~ナんな ク今まιグ玄 ιた。 。。。

ハ ー だ″ ではまデ歩″者空〃 を広 ゲることだ
｀
つ/_― 。夕″ ちま ぐ歩 ゲな ぐて″成 ク」たな

クヽ  。。。 そこでノ
『

いまつて歩ど の上の期 を″去 ιて、芦空だ ιでιまラ。 そ ιて鍵 を

車道 のダだ ノ
“

広ゲ、ズ各′の 知 %改 築 などをする″だ″壁面線 とクリ 制度 で7.」
“

下
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つてもらラθ ″庁″当事者μのた東 だ
｀
が、″ズ るだ /ノ ″令 6夕つてお ぐ。 これ で歩どのぼ″

″だ費用 を要 ιないで2.」
“

広が った ι、せせごま ιい歩道 のガ ″ 6荻れたの で随分 のび

のびナろ。広くなった歩ど になベンチやフジノーボックス をお いた ク、彫撼 や少 ιデデイン

醐 ″ _‐ 文 〃″″方 の3話ボックス をど クヽた ク。 車道 と歩ど のガにあ つたの″頑丈 な夕 のガ ー

だレールだ
｀
っ /_‐ 。 ごれ ら歩″者 の紛 ιい雰″気 を顔 すの で、疲 去 ιてかわ クだ″革な″を′

の _‐ ンクノー ハのない革上 めをど ク嵯 。 。。。 今僣 黛 6考え を変 え て随分 と顔 やかになつ

て、 さまざまな形 の車止 めをどゲるよ うになった。

ヂ置 され ているん 酔 噛 按 列 牲 で汐 去するといラの″画期 的だ
｀
つた ι、〃夕 商ヽ店議が

生 まれ た。 ιか ι は らづ ぐクプ の基本 になろど″交通 ″道路 の問題 を基 多 通勁 鍛 クをク

つているろことな問題 ん  <市 民 のま腐 >で″少 な ぐと 6ご″交j問題 ″主要 な市″″が

激 ラベまだ
｀
ろラ。

問題をま表 だ″ でないが、商店 ″の質 ご6あ つた。″″、証券 会を といラスタスだし ある癸

をか ら ′ご築基準″ とこの″店 どど
｀
ちらが

｀
優先 するのだン と云 ってまた。君″言 万だ 杉 励

庁章 である雄 が慶先 た 建築菫重着ぼ堤 ξ〃 をだ めた うの で、その上 に″ズ /_― ″だだ:″
〃 ´ では一般 藩 lL~慶先 するとιヽ ラ着F6あ る。 そんなことを云わな ぐてう庁草″商店 ″の塗

貞 が ′分 た ちの手 で合言 ιr炭めた らのだ:ヨ分た ちの うのと ιてそれ を優先 させるの″あ

/_― クまえだろ ラひノ君月は どご う″ごク上 のごとを ιτιらった。

4.ま ちづ くり塾

彼 は誰 も真似できない横浜再生 とい うとてつ もなく大きいプ ロジェク トを達成 しなが ら、

市長交代の余波を受 けて 13年 間のまちづ くりの戦場か ら退 くことになる。 しか し世の中は

彼を見捨てなかった。法政大学法学部 に教授 として迎 え られ る。 ここで彼 はまちづ くりの学

を体系化 し、東京 と横浜の 2箇所でまちづ くり塾を開いた。何れ も月 1回づつ開かれ、も う

10年 を数 えている。隈な く記 された実行のノーハ ウを図書 として残す ことに加 え_、 この道 を

引き継いで更に地方 自治を担 ってゆく若者 を育ててゆくことに並々な らぬ情熱 を賭 けていた。

それが証拠に、彼 が死の迫つた昨年 12月 にこれだけは伝 えてお きたい と,入 院の勧めを省み

ず酸素ボンベ を携帯 しなが らこの塾の教壇に立った。 自らが生 きる為の手立ては後回 しに し

てもとの思いが先立ったのであろ う。

5.終 わ りに

昨年来、彼の図書を読み出 して気になる 1文 がある。それは

7浜 声客を″発要綱 ″務が残浜″″
～

7‐ ゴθ年層 でゲ淡用″だ
｀
ゲ であ当″の絵 で力 θチ

を77の資″ を分れ /_― ごとになろ。 をのさまざまな点 を″ えれ /二 r7■ るかた多汐ラタうの /L‐ なる

たち 夕。麦浜″″それだゲゲダ を窟 てられ ることな〃騰、そのチカ ををの施設整 ″ L~当 てろ

こと″S｀出来 たデん
〃

彼の とてつ もない偉業の前にはここに創 り出された金額は取 るに足 らぬ ものかもしれない

が、だか らと言つて市の為政者や恩恵 を受 けた市民か ら感謝の意 を表 されたことがあったの

だろ うか ?こ れを本人か ら聞きたい と思っていた。



一

時将に彼 は最後の仕事 と決めてあったまちづ くり塾で伝 えたいことを話 し終 え、 自縛か ら

放たれて奥様 と伊豆の別邸に 12/24に 行 くとい う。身体の酷使 も限界に来ているので、

正月の休みをその回復に当て られ るな ら大変いいことだ。期待 したい と思つた。 しか しこれ

が生きて話 し会える最後かもしれない とい う心のざわめきもある。急遠前 日の 12/23に

電話 した。

“10分でも 15分でも会いたいのだが" 答 えはNOだ つた c

“家内は明 日出かける準備 に忙殺 されている。それをおいて会 う訳にはいかない"と 。

“それではこの電話で聞きたいが。君の行 つた横浜市への巨大な寄与に対 し、市の為政者

や恩恵を受けた市民か ら感謝の意を表 されたことがあつたのだろ うか ?"

彼の答えはこうだつた。

“そんな ものは何 もない。 しか しまちづ くり塾で学び、 これか ら地方 自治の担い手 として

育って行 きつつある人達がいる。 この人達がその期待に応 えて くれ るだろ う"と

私が彼 の回復 に掛けた祈 りは外れ、 1/26夜 奥様か ら電話で訃報が届 けられた。 この 1年

何回 と無 く死線を街往つていた彼だつたが、遂 に巨星落つ !と なつたか。奥様 もその覚悟は

されていたよ うだ。 不世出の彼ならばこそ、惜 しみても猶尽 きせぬ想いが残 る。

そ して、まちづ くり塾のみなさんか らは即座 に宣言 されたお別れ会企画の発表 を聞き、少 し

は救われた思いである。

合 掌


